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会社概要 P1



ネットワーク

海外：⽶州8拠点、アジア11拠点、中国5拠点、欧州3拠点 27拠点で展開
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樹脂成型廃材の分別 P3



樹脂成型廃材の処理フロー P4



樹脂成型廃材発⽣量及び社内処理量の推移

臭素⼊り以外の樹脂成型廃材は発⽣量１００％社内処理後売却
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【最適な処理⽅法の選択】

⽔溶性廃棄物社外処分量削減

◆安定した処理量が確保され、処理コストの安価な「薬品処理⽅法」が最適と決定した

○：適正 △：対応可 ×：不適

【処理⽅法選定要件】
・法令順守 （⽔質その他の法規対応）
・多量の処理が可能であること （⽅法・⼯数・費⽤・投資）

【背景】 ⾦属切削加⼯⼯程において使⽤済みの⽔溶性廃棄物が多量に発⽣

【⽬的】 社外処分量の削減と資源循環の推進 （⾃社削減の実施）
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処理薬品選定

【最適な処理薬品の選択】
・市販分離薬品＋ＰＨ調整剤＋⾼分⼦凝集剤を選定し、トライを重ねる

【処理薬品の選定要件】

【廃液毎の薬品分離の特性処理】

・処理対象の選定

・廃液の混合処理

・配合⽐選定

※最適な混合と処理
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処理⼯程フロー
処理⼯程写真
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⽔溶性廃棄物発⽣量及び社内処理量の推移

社内処理による処分量削減と発⽣量抑制での源流対策継続推進

P9



ご清聴有難う御座いました


